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研究成果の概要（和文）：血清脂肪酸組成を日本とスリランカの糖尿病・高血圧・脂質異常症患者で比較したと
ころ、スリランカで多用されるココナツ油に豊富なミリスチン酸（14：0）が、スリランカ人の血清中に多く、
植物油に豊富なリノール酸（18:2 n-6）やα-リノレン酸（18:3 n-3）、魚に豊富なエイコサペンタエン酸（20:
5 n-3）が日本人の血清中に多かった。また、国別に血清脂肪酸組成と動脈硬化との関連を検討した結果、スリ
ランカ人において、牛乳・乳製品や魚に多く含まれる奇数鎖飽和脂肪酸（15:0+17:0）が、動脈硬化進展に予防
的であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We compared the fatty acid composition between Sri Lankan and Japanese 
patients with diabetes, dyslipidemia, or hypertension. We found that the mean concentration of 
circulating myristic acid (14:0) was much higher in Sri Lankan patients than that in Japanese 
patients. This finding might reflect on the fact that coconut oil is rich in myristic acid (14:0). 
Additionally, we found that the concentrations of circulating linoleic acid (18:2 n-6), α-linolenic
 acid (18:3 n-3), and eicosapentaenoic acid (20:5 n-3) were higher in Japanese patients than those 
in Sri Lankan patients. The major sources of these fatty acids were vegetable oils and fish, which 
are consumed more in Japan than in Sri Lanka. We also examined the association of circulating fatty 
acid composition with arterial stiffness in each country. The odd-chain saturated fatty acids (15:0+
17:0) might be inversely associated with arteriosclerosis in Sri Lanka.

研究分野： 栄養疫学
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１．研究開始当初の背景 

スリランカの冠動脈心疾患死亡率は日本

に比べ高いが、脂質摂取量は両国とも 25%エ

ネルギー程度である（１，２）。摂取してい

る脂肪酸の組成が異なるのかもしれない。こ

れまでにn-3系多価不飽和脂肪酸の摂取と冠

動脈心疾患リスクとの負の関連が報告され

ている（３）が、飽和脂肪酸についての結果

は一致しておらず、食事調査による評価の難

しさが一因かもしれない。一方、リン脂質中

の脂肪酸組成は過去数週間の摂取量を反映

する（４）。近年、冠動脈心疾患の予測因子

として心臓足首血管指数（CAVI）が注目され

ている（５）が、血清脂肪酸組成と CAVI と

の関連は検討されていない。 

 
２．研究の目的 

（１）日本とスリランカの糖尿病・高血圧・

脂質異常症患者を対象に、血清脂肪酸組成の

国際比較を行った。 

 

（２）国別に血清脂肪酸組成と動脈硬化との

関連を検討した。 

 
３．研究の方法 

（１）研究対象者 

日本の研究対象者は、国立国際医療研究セ

ンター病院の糖尿病・高血圧・脂質異常症患

者とし、270 名の協力を得た。データの揃っ

た 236 名（男性 142 名、女性 94 名）を解析

対象者とした。スリランカの研究対象者は、

ラガマ整形外科リハビリテーション病院の

糖尿病・高血圧・脂質異常症患者とし、116

名の協力を得た。データの揃った 100 名（男

性 54 名、女性 46 名）を解析対象者とした。 

 

（２）測定方法 

リン脂質中の脂肪酸測定をガスクロマト

グラフィーにて測定し、動脈硬化の指標であ

る、CAVI の測定は、Vasera-1000（フクダ電

子）を用いた。 

 

（３）統計解析 

共分散分析により、性・年齢調整脂肪酸平

均値を計算し、両国間の差を検定した。さら

に、重回帰分析により、性、年齢、Body mass 

index、喫煙状況、飲酒状況について調整し、

脂肪酸割合の各三等分位に対する CAVI の調

整平均値を国別に計算し、傾向性を検定した。 

 
４．研究成果 

（１）血清脂肪酸組成の国際比較（図 1） 

日本人では、奇数鎖飽和脂肪酸（15：0、

17：0）、リノール酸（18：2 n-6）、α-リノ

レン酸（18：3 n-3）、エイコサペンタエン酸

（20：5 n-3）が高かった。一方、スリラン

カ人は日本人に比べて、偶数鎖飽和脂肪酸の

ミリスチン酸（14：0）が高かった。スリラ

ンカで多用されるココナツ油に豊富なミリ

スチン酸が、スリランカ人の血清中に多く、

植物油に豊富なリノール酸やα-リノレン酸、

魚に豊富なエイコサペンタエン酸が日本人

の血清中に多いことが明らかとなった。 

 

図１ 血清脂肪酸組成の国際比較 

 

（２）日本における血清脂肪酸組成と動脈硬

化との関連 

n-6系多価不飽和脂肪酸とCAVIとの負の関

連が示唆されたものの、統計学的に有意な関

連は見られなかった。n-6 系多価不飽和脂肪

酸の三分位に対するCAVIの調整平均値（95％

信頼区間）は、脂肪酸割合の低い方から順に、

9.03 （8.78 ‒ 9.28）、 8.82 （8.59 ‒ 9.06）、

8.68 （8.45 ‒ 8.92） （傾向性 P値＝0.055）



であった。その他の脂肪酸は、いずれも CAVI

との明らかな関連は見られなかった。 

 

（３）スリランカにおける血清脂肪酸組成と

動脈硬化との関連（図２） 

奇数鎖飽和脂肪酸である、ヘプタデカン酸

（17:0）と CAVI との負の関連が見られた（傾

向性 P値=0.04）。ヘプタデカン酸の三分位に

対する CAVI の調整平均値（95％信頼区間）

は、脂肪酸割合の低い方から順に、9.11（8.53 

‒ 9.74）、8.22（7.69 ‒ 8.79）、8.25（7.68 ‒ 

8.86）であった。この負の関連は、ペンタデ

カン酸（15:0）とヘプタデカン酸（17:0）を

合計した奇数鎖飽和脂肪酸においても示さ

れた。奇数鎖飽和脂肪酸の三分位に対する

CAVI の調整平均値（95％信頼区間）は、脂肪

酸割合の低い方から順に、9.00（8.36 ‒ 9.69）、

8.62（8.07 ‒ 9.22）、8.04（7.50 ‒ 8.61） （傾

向性 P値=0.03）であった。 

図２ 脂肪酸組成と CAVI（スリランカ） 

 

我々の知る限り、これまでに奇数鎖飽和脂

肪酸と動脈硬化との関連を検討した研究は

ない。本研究のスリランカにおける結果は、

血中奇数鎖飽和脂肪酸と冠動脈心疾患のリ

スク低下と関連していることを示した欧州

の研究結果により支持される（６）。しかし、

本研究の日本における検討では、奇数鎖飽和

脂肪酸と動脈硬化との明らかな関連は見ら

れなかった。本研究において、日本人とスリ

ランカ人の血清中の奇数鎖飽和脂肪酸割合

を比較したところ、日本人は 0.50-0.67％、

スリランカ人は 0.29-0.39％であった。以上

の結果から、奇数鎖飽和脂肪酸の動脈硬化に

対する好ましい効果は、血中の奇数鎖飽和脂

肪酸割合が低い集団においてみられること

が示唆された。 

 

（４）まとめ 

スリランカで多用されるココナツ油に豊

富なミリスチン酸が、スリランカ人の血清中

に多く、植物油に豊富なリノール酸やα-リ

ノレン酸、魚に豊富なエイコサペンタエン酸

が日本人の血清中に多かった。スリランカ人

において、牛乳・乳製品や魚に多く含まれる

奇数鎖飽和脂肪酸が、動脈硬化進展に予防的

であることが示唆された。 
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